
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
・
つ
い
て

関

弥

三

郎

一
一
一三四五

一
ハ

は
じ
め
に

実
質
総
額
と
費
目
別
実
質
額
と
の
関
係

実
質
構
成
比
率

実
質
増
加
率
と
寄
与
度
、
寄
与
率

実
質
消
費
関
数

基
準
時
点
の
変
更
に
よ
る
修
正

　
　
　
　
　
一
　
は
　
じ
　
め
　
に

家
計
調
査
の
デ
ー
タ
に
よ
一
て
消
費
水
準
の
変
碧
測
定
す
る
場
合
、
世
帯
人
員
数
の
違
い
の
調
整
差
ら
ん
で
名
目
消
費
支
出

を
実
質
消
費
支
出
暴
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
消
費
支
出
の
実
質
化
に
は
面
倒
な
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
第
１
は
物
価
デ
フ
レ
ー
タ
ー
の
問
題
で
あ
る
。

他
の
奮
菱
り
が
た
い
限
り
消
費
量
が
多
い
程
消
費
水
準
は
高
い
こ
と
に
な
る
が
、
個
、
の
財
貨
や
サ
、
ピ
ス
の
消
費
量
を
と

ら
え
る
こ
と
は
容
易
で
た
く
耐
久
消
費
財
に
つ
い
て
は
特
畠
難
で
あ
る
の
で
、
把
握
し
易
い
購
入
量
言
つ
て
消
費
量
の
近
似
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
六
九
九
）

　
　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
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一

と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
財
貨
．
サ
、
ビ
ス
の
購
入
量
は
直
接
合
計
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
購
入
金
額
の
合
計
一
消
費
支

出
一
を
求
め
て
購
入
量
の
総
計
を
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
消
費
支
出
を
時
問
的
に
比
較
す
る
時
は
物
価
変
動
の
影
饗
一
を
消
去
し
な
げ

れ
ば
、
購
入
水
準
の
変
動
に
よ
つ
て
近
似
的
に
表
わ
さ
れ
る
消
費
水
準
の
変
動
を
測
定
す
る
こ
と
は
で
き
奪
す
な
わ
ち
・
１
時

点
の
消
費
支
出
向
、
、
豊
心
・
を
。
時
点
の
消
費
支
出
、
・
｛
ぎ
と
比
べ
て
も
、
価
格
が
禁
ら
を
変
一
て
い
る
か
ら
購
入

水
準
の
増
減
を
正
し
く
測
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
－
時
点
の
購
入
量
を
・
時
点
価
格
で
評
価
し
替
え
た
金
額
一
実
質
消

費
童
向
、
、
、
豊
。
。
・
に
修
モ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
・
の
財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
戻
一
て
評
価
替

え
を
し
な
く
と
も
、
。
１
、
時
点
問
の
物
価
水
準
の
変
動
率
を
表
わ
す
物
価
指
数
争
も
一
て
争
除
す
こ
と
に
よ
一
て
可
能
に
な

る
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
物
価
指
数
が
パ
、
シ
エ
式
タ
、
－
紫
一
で
な
げ
れ
窪
ら
な
い
・

　
　
　
　
貞
　
　
】
＞
ｓ

　
　
　
　
箏
、
、
、
窯
一
、
、
、
。
。
、
　
　
　
　
　
　
（
、
・
、
一

し
か
し
、
こ
れ
が
成
立
す
る
た
め
に
は
分
母
の
物
価
指
数
が
パ
ー
シ
一
式
で
あ
る
だ
げ
で
は
な
く
・
分
子
の
消
費
支
出
に
含
ま
れ
て

い
る
の
と
同
様
の
財
貨
．
サ
、
ビ
ス
の
価
格
と
数
量
を
用
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
一
全
品
目
指
数
一
墓
げ
れ
窪
ら
な
い
・
と
こ
ろ

が
、
実
際
に
利
用
し
得
る
物
価
指
数
は
警
の
代
表
的
品
目
に
よ
つ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
、
一
代
表
品
目
指
数
一
で
あ
る
か
ら
・
そ
れ
で

夢
除
す
時
は
一
；
の
関
係
は
成
立
し
な
い
。
そ
こ
で
全
品
目
指
数
多
代
表
品
目
指
数
を
ｐ
と
す
る
と

　
　
　
　
坤
－
畑
、
、
　
　
　
、
、

　
　
　
　
タ
、
１
河
ミ
Ｈ
掌
茸
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；

と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
代
表
品
目
指
数
が
全
品
目
指
数
か
ら
乖
離
す
る
分
だ
げ
実
質
消
費
畜
窒
め
て
表
わ
さ
れ
る
こ
と



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
＞
§
、
　
　
、

に
な
る
。
そ
し
て
、
実
際
の
物
価
指
数
は
ほ
と
ん
ど
が
ラ
ス
バ
ィ
レ
ス
式
、
旨
、
１
ー
ヒ
ぎ
§
で
あ
る
ヵ
ら

　
　
　
　
炉
　
　
　
、
、
、
・
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
　
　
　
キ
山
ぎ
ミ
、
一
、

と
考
え
ね
ぱ
な
ら
ず
、
代
表
品
目
指
数
と
全
品
目
指
数
と
の
ギ
ャ
ツ
プ
の
上
に
上
式
指
数
と
Ｐ
式
指
数
と
の
ギ
ャ
ツ
プ
だ
げ
実
質
消

費
支
出
は
誤
差
を
も
っ
こ
と
に
な
る
。
ボ
ル
ト
キ
ウ
イ
ツ
チ
の
判
別
式
に
よ
れ
ぼ
商
品
の
価
格
と
数
量
と
が
反
比
例
的
に
変
動
す
る

時
は
、
、
Ｖ
、
、
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
ギ
ャ
ツ
プ
は
マ
ィ
ナ
ス
の
誤
差
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　
消
費
支
出
の
実
質
化
の
第
２
の
問
題
は
、
実
質
消
費
支
出
の
総
額
と
費
目
別
金
額
と
の
整
合
性
の
問
題
で
あ
る
。
名
目
消
費
支
出

を
物
価
指
数
で
割
る
場
合
総
額
に
は
総
合
指
数
を
用
い
費
目
別
金
額
に
は
そ
れ
に
１
対
応
す
る
類
別
指
数
を
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
得
ら
れ
た
実
質
額
は
総
額
と
費
目
別
の
合
計
と
が
一
致
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
名
目
額
の
場
合
の
よ
う
た
総
額
と
費
目
別

金
額
と
の
整
合
性
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
場
合
総
額
だ
け
で
は
な
く
費
目
別
金
額
も
総
合
指
数
で
除
し
て
実
質
化
す
る
な
ら
ぼ
実
質

額
の
総
額
と
費
目
別
の
合
計
と
は
一
致
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
や
り
方
は
費
目
別
支
出
の
対
象
で
あ
る
商
品
の
物
価
変
動
率
が
消

費
支
出
の
対
象
と
な
る
商
品
全
体
の
物
価
変
動
率
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
仮
定
を
置
く
こ
と
に
な
り
、
非
現
実
的
で
あ
っ
て
理
論
的

に
正
し
く
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
消
費
支
出
の
総
額
は
実
質
化
し
な
い
で
費
目
別
実
質
額
の
み
を

計
算
し
、
そ
れ
の
合
計
を
も
っ
て
実
質
消
費
支
出
と
す
る
や
り
方
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
理
論
的
に
は
正
し
い
の
で
あ
る
が
実
際
上

は
難
点
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
消
費
支
出
の
費
目
別
分
類
の
ど
の
段
階
で
実
質
化
し
た
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を

合
計
し
た
実
質
消
費
支
出
の
金
額
が
違
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
食
料
費
、
住
居
費
、
光
熱
費
、
被
服
費
、
雑
費
の
５

大
費
目
の
金
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ー
対
応
す
る
類
別
指
数
で
除
し
て
実
質
化
し
た
も
の
の
合
計
と
、
食
料
費
を
主
食
、
副
食
品
、
し
好

　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
七
〇
一
）
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六
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食
品
、
外
食
に
分
げ
住
居
費
等
も
内
訳
に
分
類
し
た
結
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
類
別
指
数
を
用
い
て
実
質
化
し
た
も
の
の
合

計
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
の
難
点
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
最
小
の
費
目
の
金
額
を
実
質
化
し
そ
れ
を
合
計
し
て
よ
り
上
位
の
費
目

の
実
質
額
を
求
め
、
そ
れ
を
積
上
げ
て
最
後
に
実
質
消
費
支
出
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
手
続
き
は
煩
雑
で
あ

る
か
ら
、
個
々
の
実
質
消
費
支
出
を
必
要
と
す
る
者
が
そ
の
都
度
こ
れ
を
計
算
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
望
ま
し
い
の
は
国
民
所

得
統
計
に
お
け
る
実
質
Ｇ
Ｎ
Ｅ
の
よ
う
に
、
総
理
府
統
計
局
が
最
小
の
費
目
を
実
質
化
し
そ
れ
を
累
計
し
て
求
め
た
実
質
消
費
支
出

を
発
表
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
在
で
は
各
人
が
必
要
な
分
類
段
階
で
実
質
化
を
行
っ
て
実
質
消
費
支
出

を
得
る
な
ら
ぽ
、
そ
れ
に
よ
る
分
析
結
果
が
盗
意
性
を
帯
び
る
と
い
う
欠
点
を
も
っ
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
統
計
利
用
の
実
際
で

は
名
目
消
費
支
出
（
総
額
）
の
変
動
率
を
消
費
者
物
価
指
数
の
総
合
の
変
動
率
で
除
し
て
実
質
変
動
率
を
求
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
費
目
別
実
質
額
を
合
計
し
た
実
質
消
費
支
出
の
変
動
率
と
は
一
致
し
た
い
か
ら
、
消
費
水
準
の
変
動
の
測
定
結
果
が
複
数
個
得

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
統
計
の
客
観
性
に
対
す
る
世
人
の
信
頼
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
以
上
の
説
明
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
質
消
費
支
出
に
は
物
価
デ
フ
レ
ー
タ
ー
の
間
題
と
な
ら
ん
で
総
額
と
費
目
別
金
額
と
の

整
合
性
の
間
題
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
統
計
利
用
の
実
際
で
は
整
合
性
を
欠
い
た
実
質
値
を
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
が
多

い
。
と
こ
ろ
が
、
実
質
消
費
支
出
の
総
額
と
費
目
別
金
額
と
の
不
整
合
の
関
係
に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
て
い
た
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
本
稿
の
目
的
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
ま
ず
整
合
性
を
欠
く
実
質
総
額
と
費
目
別
実
質

額
と
の
関
係
式
を
導
き
、
次
に
そ
れ
を
用
い
て
実
質
構
成
比
率
、
実
質
増
加
率
お
よ
び
実
質
消
費
関
数
の
係
数
の
場
合
の
総
計
と
費

目
別
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
名
目
の
構
成
比
率
や
増
加
率
、
消
費
関
数
の
係
数
の
値
を
実
質
値
に
変
換

す
る
方
法
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
実
質
値
が
必
要
な
場
合
、
名
目
の
消
費
支
出
を
実
質
額
に
変
換
し
そ
れ
に
よ
っ
て
計



算
す
る
の
で
は
煩
雑
で
あ
る
か
ら
、
名
目
の
構
成
比
率
、
増
加
率
、
消
費
関
数
の
係
数
の
値
が
与
え
ら
れ
て
い
る
時
そ
れ
に
簡
単
な

計
算
を
加
え
る
こ
と
に
よ
一
て
実
質
値
暴
換
し
得
る
な
ら
ば
、
非
常
に
便
利
で
あ
り
統
計
の
利
用
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
二
　
実
質
総
額
と
費
目
別
実
質
額
と
の
関
係

享
整
合
性
の
な
い
実
質
総
額
と
費
目
別
実
質
額
と
の
関
係
を
調
べ
よ
う
。
今
名
目
消
費
支
出
の
総
額
を
・
、
費
目
別
金
額
を
ツ

と
し
、
そ
の
構
成
比
率
を
榊
で
表
わ
す
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
ヤ
掌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
；

　
　
　
　
－
ト
葦
】
§
Ｌ
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
、
一

そ
し
て
、
消
費
者
物
価
指
数
の
総
合
指
数
を
戸
、
類
別
指
数
を
力
と
し
、
ユ
時
点
の
総
額
巧
を
総
合
指
数
で
除
し
費
目
別
金
額
篶
を

そ
れ
に
対
応
す
る
類
別
指
数
で
割
っ
て
、
物
価
指
数
の
基
準
時
点
で
あ
る
Ｏ
時
点
の
価
格
で
評
価
し
た
実
質
額
を
求
め
る
も
の
と
す

る
・
実
艮
値
を
ダ
ッ
シ
ュ
で
示
し
Ｏ
時
点
価
格
評
価
で
あ
る
こ
と
を
添
数
Ｏ
で
表
わ
す
と

　
　
　
　
　
　
　
５
　
一
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
』
）

　
　
　
　
『
・
１
、
旨
こ
。
、
Ｈ
芋

で
あ
る
か
ら
、
実
質
総
額
は

　
　
　
　
ギ
ヤ
某
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
．
。
。
一

　
　
　
　
実
質
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出
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統
計
的
性
質
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つ
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（
関
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七
（
七
〇
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八
（
七
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、
よ
一
ヤ
蟹
、
冒
・
掌
、
旨
一
措
↓
　
　
　
　
　
婁

差
る
。
§
一
は
費
目
別
金
額
美
ど
れ
嘉
合
指
数
・
で
除
し
て
実
質
化
し
た
場
合
は
そ
の
合
計
が
実
質
嚢
纂
し
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
名
目
総
額
を
総
合
嚢
で
割
つ
て
求
め
た
実
質
総
額
は
ま
た
、
費
目
別
支
出
の
対
象
差
る
財
貨
．
サ

ー
ビ
ス
の
物
価
変
動
率
が
消
費
支
出
の
対
象
差
る
財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
物
価
変
動
率
に
等
し
い
と
仮
定
し
た
場
合
の
・
費
目

別
実
質
額
の
合
計
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
費
目
に
よ
一
て
物
価
変
動
率
は
異
な
る
の
が
実
際
で
あ
る
か
ら
・

総
合
指
数
で
費
目
別
支
出
を
実
質
化
す
る
方
法
は
非
現
実
的
な
結
果
が
得
ら
れ
理
論
的
に
誤
り
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、
費
目
別
支
出
は
そ
れ
に
対
応
す
る
類
別
指
数
で
除
し
て
実
質
化
し
淳
れ
窪
ら
な
い
の
で
あ
る
が
・
，
そ
の
時
は

一
；
が
示
す
よ
う
に
費
目
別
実
質
額
の
合
計
は
実
質
総
額
と
一
致
し
な
い
の
で
あ
一
て
、
薯
の
ギ
ャ
ヅ
プ
は
右
辺
第
２
項
の
と

お
り
で
あ
る
。
（
Ｎ
・
ｏ
ｏ
）
と
（
心
・
仁
）
と
か
ら

　
　
　
　
圭
、
－
↓
、
冒
一
当
、
旨
一
堆
↓
　
　
　
　
　
　
　
一
；

が
成
り
立
っ
か
ら
、
こ
の
ギ
ヤ
ツ
ブ
は
費
目
別
支
出
を
総
合
指
数
で
実
質
化
す
る
時
の
誤
差
の
合
計
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
・

そ
の
誤
差
は
類
別
指
数
美
総
合
指
警
吉
美
き
い
時
は
プ
ラ
ス
で
膏
、
力
と
・
と
の
差
が
著
し
い
程
相
対
的
に
大
き
く
な

る
。
し
か
し
、
絶
対
的
に
は
必
ず
し
参
圭
と
の
差
の
大
小
に
比
例
し
な
い
の
で
あ
一
て
、
実
質
額
ヅ
が
小
さ
い
一
大
き
い
一
時

は
小
さ
く
一
大
き
く
一
な
る
。
そ
し
て
、
系
・
よ
り
も
小
さ
い
時
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
の
で
・
こ
表
差
の
合
計
は
ブ
ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
の
相
殺
に
よ
つ
て
小
さ
な
値
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
費
目
別
の
誤
差
は
相
当
大
き
い
も
の
が
生
ず
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
・
今

昭
和
峯
の
全
国
勤
労
者
世
帯
の
消
費
支
出
を
・
。
年
基
準
の
消
費
者
物
価
指
数
で
除
し
て
実
質
額
墨
換
す
る
と
表
１
の
と
言
で
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１

円
８
４

６
４

９
６

３
３

８
５

２
６

力
．
一
も

５
，

６

３

４
７
，

７
，

１

５

２
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‘

一

一

ツ

１

，

７
０

８
７

８
２

０
６

９
０
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）
一
　
４
　
（

３
０

３
０

５
０

２
０

７
０

五
ｐ

〇
一

〇
一

〇
一

〇
一

〇
一

一

ｉ

－

・

１
円

１

帯 ８

８

８

７

５

２

Ｏ

４

１

９

９

６

１

９

１

４

Ｏ

９

６

２

３

，

，

，
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，

，

５
７

０
５

７
１

６６
１

１
８

２
７

１

１

実
¢

１

１

）

寧
Ｏ

１

２

３

７

Ｏ

７
一

３
一

２
一

〇
一

３
一
６

２

２

２

２

２

３

１

１

１

１

１

１

（１
円

１

出

８
３

４
６

４
９

７
１

５
１

８
４

支
ツ
ー
－
目
　
　
（

４
，

Ｏ
，

８
，

４
，

６
，

４
，

２
２

２
６

０
２

８０
２

０
１

名

２

１

１

１

出

費
費
費
費
費

支費

料
居
熱
服

計

’

消

食
住
光
被
雑

」報年査調計家「局計統府理総料資

あ
っ
て
、
総
合
指
数
で
求
め
た
実
質
総
額
は
Ｈ
司
崖
。
◎
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
類
別
指

数
で
求
め
た
費
目
別
実
質
額
の
合
計
は
ミ
ド
。
。
８
円
で
あ
っ
て
ド
葛
ｏ
。
円
（
“
％
）
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
（
ド
閉
）
に
よ
っ
て
費
目
別
金
額
を
総
合
指
数
で
実
質
化

す
る
時
の
誤
差
を
計
算
す
る
と
伺
欄
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
雑
費
は
物
価
上
昇
率
が
一

番
高
い
上
に
金
額
も
多
い
の
で
誤
差
率
付
べ
・
８
“
、
誤
差
額
は
♂
べ
墨
円
で
あ
る
。
雑

費
以
外
の
費
目
は
物
価
上
昇
率
が
低
く
金
額
も
小
さ
い
の
で
誤
差
率
は
２
１
５
％
台
、

誤
差
額
は
食
料
費
の
ポ
邊
。
。
円
の
外
は
３
１
６
百
円
台
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

費
目
の
物
価
上
昇
率
は
総
合
の
上
昇
率
よ
り
も
小
さ
い
の
で
マ
イ
ナ
ス
の
誤
差
と
な
り
、

そ
の
結
果
誤
差
の
合
計
は
ド
ベ
Ｓ
円
（
“
％
）
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
先
に
。
述
べ
た
ギ
ヤ

ッ
プ
と
の
４
円
の
差
は
４
捨
５
入
の
誤
差
で
あ
る
）
。

　
実
質
消
費
支
出
の
整
合
性
の
問
題
は
総
額
と
費
目
別
金
額
と
の
問
だ
げ
で
は
な
く
、

ま
た
上
位
の
費
目
と
そ
れ
に
属
す
る
内
訳
費
目
と
の
間
に
も
存
在
す
る
。
例
え
ぱ
、
食

料
費
を
食
料
指
数
で
割
っ
て
実
質
化
し
た
値
は
、
そ
の
内
訳
費
目
で
あ
る
主
食
、
副
食

品
、
し
好
食
品
、
外
食
の
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
物
価
指
数
で
割
っ
て
実
質
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
た
値
の
合
計
と
一
致
し
な
い
。
そ
の
場
合
、
前
者
は
ど
の
費
目
の
物
価
変
動
率
も
食

料
品
全
体
の
物
価
変
動
率
と
同
じ
で
あ
る
と
仮
定
し
て
実
質
化
し
た
値
の
合
計
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
理
論
的
に
は
正
し
く

た
く
、
後
者
の
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
食
料
指
数
で
求
め
た
実
質
食
料
費
は
、
総
合
指
数
で
求
め
た
実

　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
七
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
七
〇
六
）

質
総
額
よ
り
も
理
論
的
に
正
確
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
費
目
の
実
質
額
か
ら
み
る
時
は
理
論
的
に
非
現
実
的
な
結
果
と
な
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
費
目
別
実
質
額
の
合
計
と
し
て
求
め
た
実
質
消
費
支
出
は
、
ど
の
段
階
の
費
目
別
金
額
を
実
質
化
し
た
か
に
よ
っ
て
そ

の
値
が
変
化
す
る
こ
と
に
た
り
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
１
は
５
大
費
目
に
つ
い
て
実
質
化
し
た
値
の
合
計
が

Ｈ
Ｓ
も
８
円
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
食
料
費
を
主
食
、
副
食
品
、
し
好
食
品
、
外
食
の
４
費
目
に
分
類
す
る
等
、

よ
り
詳
し
い
２
５
費
目
に
っ
い
て
実
質
化
す
る
と
そ
の
値
の
合
計
は
Ｈ
お
一
◎
・
岩
円
で
あ
る
（
そ
の
場
合
雑
費
に
含
ま
れ
て
い
る
仕
送
り
金
、

交
際
費
等
の
５
っ
の
費
目
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
物
価
指
数
が
な
い
の
で
便
宜
上
雑
費
指
数
を
適
用
し
た
）
。
そ
し
て
、
更
に
副
食
品
を
生
鮮
魚

介
、
塩
干
魚
介
、
野
菜
等
の
８
費
目
に
分
類
す
る
等
し
た
３
８
費
目
に
つ
い
て
実
質
化
し
た
値
の
合
計
は
Ｈ
軍
３
。
◎
円
と
な
る
。

　
故
に
、
実
際
に
得
ら
れ
る
一
番
正
確
な
実
質
消
費
支
出
は
、
物
価
指
数
と
の
関
係
で
可
能
な
最
小
の
費
目
の
実
質
額
を
計
算
し
そ

れ
を
積
上
げ
て
求
め
た
値
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
は
総
額
と
費
目
別
の
合
計
と
の
一
致
は
勿
論
の
こ
と
、
ど
の
段
階
に
お
い
て

も
上
位
の
費
目
と
そ
の
内
訳
費
目
の
和
と
は
相
等
し
く
、
実
質
消
費
支
出
の
整
合
性
の
間
題
は
解
消
す
る
。
し
か
し
、
実
質
消
費
支

出
を
必
要
と
す
る
者
が
そ
の
都
度
こ
れ
を
計
算
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
実
際
上
は
総
額
は
総
合
指
数
を
用
い
費
目
別
金
額
は

類
別
指
数
を
適
用
し
て
実
質
化
し
た
、
整
合
性
を
欠
く
実
質
消
費
支
出
を
利
用
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
上
位
費
目
の
名
目
金
額
を
篶
そ
の
内
訳
費
目
の
金
額
を
灼
と
し
（
し
た
が
っ
て
ぎ
１
１
】
ぎ
）
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
物
価
指
数
を

　
　
　
　
・
ｚ
　
ゴ

　
　
　
　
カ
伽
と
す
る
と
、
上
位
費
目
の
実
質
額
、
篶
は
次
の
よ
う
に
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ｋ
、
・
、
淋
、
ｗ
昨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
簑
一

　
　
　
　
　
　
　
　
、
｝
津
唯
－
喪
享
セ
、
・
雫
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；

　
　
　
　
（
Ｎ
・
べ
）
の
第
－
項
は
内
訳
費
目
を
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
類
別
指
数
で
割
っ
て
実
質
化
し
た
も
の
の
合
計
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
上
位
費
目



の
実
質
額
と
の
問
に
は
第
２
項
の
ギ
ャ
ヅ
プ
が
生
ず
る
。

　
　
　
　
三
実
質
構
成
比
率

消
費
支
出
の
費
目
別
構
成
比
率
は
消
費
水
準
の
変
動
の
測
定
に
有
効
な
指
標
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
消
費
水
準
が
低
い
時
は
必

需
的
費
目
の
割
合
が
大
き
く
、
消
費
水
準
が
高
ま
る
に
っ
れ
て
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
代
り
に
葎
的
、
文
化
的
費
目
一
選
択
的
費

目
一
の
比
率
が
増
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。
構
成
比
率
を
時
間
的
に
比
較
し
て
消
費
水
準
の
変
動
を
測
定
す
る
た
め
に
は
、
名
目
消
費

支
出
の
比
率
一
名
目
構
成
比
率
一
で
な
く
実
質
消
費
支
出
の
比
率
一
実
質
構
成
比
率
一
に
よ
ら
な
げ
れ
窪
ら
な
い
。
名
目
消
費
支
出
は

財
貨
．
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
量
の
変
碧
け
で
は
な
く
物
価
変
動
の
影
響
も
受
げ
て
い
る
た
め
に
、
選
択
的
な
財
貨
．
サ
ー
ピ
ス
の
物

価
水
準
が
相
対
的
に
上
昇
す
る
時
は
、
各
費
目
の
購
入
量
は
同
じ
で
あ
つ
て
老
目
構
成
比
率
は
選
択
的
費
目
が
増
加
し
必
需
的
費

目
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
が
・
そ
の
こ
と
は
消
費
水
準
の
上
昇
を
意
味
し
な
い
。
故
に
、
物
価
変
動
の
影
響
を
除
い
た
実
質
消
費
支

出
の
構
成
比
率
に
よ
一
て
始
め
て
、
購
入
量
の
変
化
し
た
が
つ
て
消
費
水
準
の
変
動
を
モ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
節
で
説
明

し
た
よ
う
に
実
質
消
費
支
出
は
整
合
性
の
欠
除
の
難
点
を
も
つ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
計
算
さ
れ
る
実
質
構
成
比
率
に
・
も
当
然
そ

の
問
題
が
あ
る
。
次
に
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
今
Ｏ
時
点
価
格
で
評
価
し
た
実
質
消
費
支
出
の
構
成
比
率
を
、
～
で
表
わ
す
と

　
　
　
　
　
一
　
ｋ
、
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
。
．
一
）

　
　
　
　
§
。
一
１
１
『
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

で
あ
る
か
ら
、
（
ド
仁
）
の
両
辺
を
ハ
で
除
す
と

　
　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
（
七
〇
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

一
二
（
七
〇
八
）

　
　
　
　
、
”
】
§
、
冒
十
】
§
、
冒
（
堆
ｌ
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竃
）

と
な
る
。
こ
れ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
総
合
指
数
で
除
し
て
求
め
た
実
質
総
額
に
対
す
る
構
成
比
率
は
合
計
が
１
に
た
ら
な
い
の
で

あ
っ
て
、
右
辺
第
２
項
が
示
す
ギ
ャ
ツ
プ
が
生
ず
る
。
他
方
、
名
目
構
成
比
率
吻
に
っ
い
て
は

　
　
　
　
Ｈ
ｌ
Ｉ
】
§
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
（
ｏ
。
』
）
と
か
ら
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出

費
費
費
費
費

１

支

表

費

料
居
熱
服

計

山

消

食
住
光
被
雑

、
杜

ｒ
○

出算りよ１表）注（

　
　
　
　
貝
、
「
・
、
旨
一
－
髪
、
旨
一
干
、
一
　
　
§

が
成
立
し
、
類
別
指
数
力
が
総
合
指
数
ｐ
よ
り
も
大
き
い
（
小
さ
い
）
時
は
実
質
構
成
比

率
、
刎
は
名
目
構
成
比
率
伽
よ
り
も
小
さ
く
（
大
き
く
）
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
・

力
と
ｐ
と
の
差
が
著
し
い
程
、
刎
と
榊
と
の
差
が
大
き
い
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
、
舳
の
大
き
さ
が
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。
表
１
が
示
す
昭
和
５
４
年
の
消
費
支
出

の
名
目
お
よ
び
実
質
構
成
比
率
を
計
算
す
る
と
表
２
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
実
質
比
率

の
費
目
別
の
合
計
は
箪
亀
“
で
Ｈ
８
“
に
な
ら
な
い
。
そ
の
ギ
ャ
ツ
ブ
は
雑
費
に
よ

る
分
を
他
の
費
目
の
分
が
相
殺
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
↑
○
欄
か
ら
わ
か
る
。
そ
し
て
、

雑
費
の
み
が
名
目
比
率
よ
り
も
実
質
比
率
の
方
が
小
さ
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
雑
費

の
物
価
上
昇
率
が
総
合
の
上
昇
率
よ
り
も
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
上
位
の
費
目
の
実
質
額
と
そ
の
内
訳
費
目
の
実
質
額
の
合
計
と
は
一
致
し



な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質
構
成
比
率
の
場
合
も
同
様
に
上
位
費
目
の
割
合
と
内
訳
費
目
の
割
合
の
合
計
と
は
等
し
く
な
ら
ず
、
ギ

ャ
ヅ
プ
が
生
ず
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
質
構
成
比
率
の
合
計
は
１
に
な
ら
な
い
上
に
、
ど
の
段
階
の
費
目
の
構
成
比
率
の
和
で
あ
る

か
に
よ
っ
て
値
が
違
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
表
２
の
５
大
費
目
の
実
質
構
成
比
率
の
合
計
は
箪
亀
“
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
詳

し
い
２
５
費
目
の
実
質
比
率
の
和
は
§
ｏ
Ｈ
“
で
あ
り
、
更
に
詳
細
な
３
８
費
目
の
実
質
比
率
の
総
計
は
箪
Ｓ
“
で
あ
る
。

以
上
の
実
質
構
成
比
率
は
総
合
指
数
で
除
し
て
求
め
た
実
質
総
賀
↓
に
対
す
る
比
率
で
あ
る
が
、
実
質
総
額
吉
嘉
目

別
実
質
額
の
合
計
ｙ
の
方
が
理
論
的
に
正
し
い
の
で
あ
る
負
実
質
構
成
比
率
も
せ
対
す
る
比
率
を
求
め
る
べ
き
で
あ
三

し
か
し
、
ル
の
計
算
が
煩
雑
で
あ
る
の
で
実
際
上
は
ｙ
一
ｐ
に
対
す
る
比
率
を
と
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

　
　
　
　
干
平
咋
・
幸
幕
ピ
下
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
ト
一

と
書
け
る
か
ら
、
・
一
・
並
か
ら
乖
離
す
る
分
だ
げ
正
し
い
構
成
比
率
が
歪
め
ら
れ
を
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
廿

ど
の
段
階
の
費
目
の
実
質
額
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
値
が
変
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
構
成
比
率
が
正
し
い
と
い
っ
て
も
相
対
的
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
欠
点
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
た
お
、
実
質
構
成
比
率
、
～
は
次
の
よ
う
に
書
き
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
・
　
ｋ
、
。
・
乏
ぎ
１
ー
メ
ー
１
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
。
．
岬
）

　
　
　
　
§
。
一
１
－
『
。
－
１
１
５
＼
、
冒
　
ぎ
　
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
冒
　
、
旨

し
た
が
っ
て
、
名
目
構
成
比
率
伽
が
与
え
ら
れ
て
い
る
時
は
、
そ
れ
を
互
ｐ
で
除
す
（
ま
た
は
、
そ
の
逆
数
ｐ
万
を
乗
ず
る
）
こ
と
に

よ
っ
て
実
質
構
成
比
率
、
刎
に
１
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
も
費
目
別
金
額
を
総
合
指
数
で
実
質
化
す
る
た
ら
ぼ
、
１
１
、
で
あ
る

　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
七
〇
九
）



か
ら
、

と
な
り

立
命
館
経
済
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（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

（
ｏ
。
．
蜆
）
は

　
　
、

　
§
ｏ
－
１
１
§
－

、
実
質
比
率
は
名
目
比
率
と
同
じ
値
で
あ
る
。

一
四
（
七
一
〇
）

（
◎
。
．
ｏ
）

　
　
　
　
四
　
実
質
増
加
率
と
寄
与
度
、
寄
与
率

　
名
目
消
費
支
出
の
構
成
比
率
の
増
減
は
、
そ
の
費
目
の
増
加
率
が
総
額
の
増
加
率
よ
り
も
大
き
い
か
小
さ
い
か
に
よ
っ
て
決
ま
る

の
で
あ
る
。
今
－
時
点
に
対
す
る
２
時
点
の
総
額
の
増
加
率
を
Ｇ
、
費
目
別
金
額
の
増
加
率
を
８
で
表
わ
す
と

　
　
　
　
。
、
附
－
；
、
ヤ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
一

で
あ
り
、
ま
た
、
２
時
点
の
構
成
比
率
吻
は

　
　
　
　
　
　
　
ざ
Ｉ
ｓ
ミ
ー
　
序
ｌ
Ｈ
＋
灼
旨

　
　
　
　
§
、
”
■
ー
ミ
５
■
一
十
〇
旨
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
Ｎ
）

で
あ
る
か
ら
、
構
成
比
率
の
差
を
求
め
る
と

　
　
　
　
・
「
・
１
真
班
一
一
－
干
き
｝
鬼
一
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
一

と
た
る
。
こ
れ
か
ら
８
が
Ｇ
よ
り
も
大
き
い
時
は
舳
が
増
加
し
、
９
が
Ｇ
よ
り
も
小
さ
い
時
は
榊
が
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
こ
と
は
実
質
の
構
成
比
率
と
増
加
率
の
場
合
に
も
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
実
質
増
加
率
を
ぴ
〆
と
し
、
記
号
を
見
易
ぐ
す
る
た
め

に
基
準
時
点
の
Ｏ
を
省
略
し
て
比
較
時
点
の
み
を
示
す
こ
と
に
す
る
と



、
　
ｋ
、
｝
　
　
ｋ
、
｝
言
、
一
　
ｋ
、
－

§
蜴
１
１
『
旧
－
、
心
＼
『
一
『
一

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
内
、
旨
ｌ
ｏ
、
昌

　
　
§
旧
－
§
、
１
１
§
、
Ｈ
＋
Ｏ
、
畠

Ｈ
＋
灼
、
畠

一
十
〇
、
畠
§
、
－

４
年
側
５

ｏ
ｏ
○
ひ
１

７
９
７
６
９
９
５
１
３
７
８
一
９
一
３
・
９
・
６
・
２
　
　
　
　
　
　
　
　
４

４
２
兇

率
比
成
構
質
実

７
年
似
４

ｏ
ｏ
肌
１

５
０
８
２
４
４
９
３
１
０
２
一
〇
・
３
・
０
・
１
．
３
　
１
　
　
　
１
　
４

７
９
鰍

３
６
ｎ

４
２
２
５
５
４
３
３
８
８
０
一
２
．
１
一
－
一
７
一
　
　
３
一
２

出
支
費
消

費
費
費
費
費
料
居
熱
服
食
住
光
被
雑

計

（
卜
仁
）

（
卜
岬
）

）年
５
４

・
４
７（率加増の出

）％

●
　
●

位単（

支
率
帯

雛
雑頬
諮
３
鋼

表

出
算
。
り
る
よ
よ
額
に
質
２
実
表
る
は
よ
欄

に
３
－

格
一
価
４
年
表

５
０
は
和
欄
昭
の

１
）
２
））注（

し
た
が
っ
て
、
一
般
的
に
。
消
費
水
準
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
必
需
的
費
目
の
割
合
は

減
少
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
需
的
費
目
の
増
加
率
が
総
額
の
増
加
率
よ
り

も
低
い
こ
と
を
意
味
し
、
他
方
蕃
修
的
、
文
化
的
費
目
（
選
択
的
費
目
）
の
割
合
が

増
加
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
の
増
加
率
が
総
額
よ
り
も
高
い
こ
と
を
表
わ
す
。
全
国

勤
労
者
世
帯
の
消
費
支
出
の
昭
和
４
７
年
に
。
対
す
る
５
４
年
の
実
質
増
加
率
を
計
算
す

る
と
表
３
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
増
加
率
が
総
額
よ
り
も
大
き
い
の
は
住
居
費
と

雑
費
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
に
実
質
構
成
比
率
が
ふ
え
た
の
は
こ
の
２

っ
の
費
目
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
の
費
目
は
全
部
減
少
し
て
い
る
。

　
実
質
増
加
率
は
名
目
金
額
を
実
質
金
額
に
変
換
し
た
上
で
計
算
す
れ
ば
よ
い
の

で
あ
る
が
、
名
目
増
加
率
が
わ
か
っ
て
い
る
時
は
そ
れ
を
直
接
変
換
し
得
る
な
ら
ぱ
便
利
で
あ
る
。
今
１
１
２
時
点
問
の
物
価
変
動

率
を
干
苧
苧
清
で
表
わ
す
と
、
実
質
消
費
支
出
の
変
化
率
、
十
２
、
十
二
次
の
よ
う
に
な
る
。

３

一
ち
・
、
淋
共
素
－
外１
１

Ｈ
＋
ｏ
曽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
昌

実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）

、
崖

∴
一

一
五
（
七
一
一
）
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Ｈ
＋
内
ゴ
ー
１
岱
１
１
享
＼
ぎ
１
Ｉ

　
　
　
　
ｋ
－
　
　
ぎ
＼
、
冒

トざ

Ｈ
＋
筆

ｂ
８
　
　
　
ｂ
量

一
六
（
七
二
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
言

（
卜
ｏ
）
の
分
子
は
１
１
２
時
点
間
の
消
費
支
出
の
名
目
増
加
率
で
あ
り
分
母
は
物
価
変
動
率
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
名
目
増

加
率
を
実
質
増
加
率
に
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
名
目
消
費
支
出
の
総
額
の
増
加
率
Ｇ
は
費
目
別
金
額
の
増
加
率
９
の
総
合
で
あ
る
か
ら
、
Ｇ
を
９
の
和
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
総
額
の
増
加
に
対
し
て
各
費
目
の
増
加
が
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
求
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ

る
。

　
　
　
　
。
、
干
、
－
兵
↑
『
暮
十
多
「
『
・
妻
　
　
　
　
奮
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

（
ト
ベ
）
に
よ
る
と
Ｇ
は
１
時
点
の
構
成
比
率
吻
を
ウ
ニ
イ
ト
と
す
る
９
の
加
重
合
計
で
あ
つ
て
、
そ
れ
の
各
項
帥
に
よ
っ
て
費
目
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

増
加
率
９
が
総
額
の
増
加
率
Ｇ
に
ど
の
程
度
寄
与
レ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
帥
を
寄
与
度
と
い
い
、
そ
れ
を
Ｇ
で
割

っ
て
相
対
化
し
た
も
の
を
寄
与
率
と
い
う
。
寄
与
率
を
ｏ
で
表
わ
す
と

　
　
　
　
　
　
内
量

　
　
　
　
ｏ
、
旧
１
Ｉ
Ｑ
畠
§
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
◎
。
）

で
あ
る
。
実
質
消
費
支
出
の
場
合
は
総
額
と
費
目
別
金
額
と
の
問
に
整
合
性
が
た
い
こ
と
か
ら
、
寄
与
度
の
合
計
が
総
額
の
増
加
率

ぴ
に
一
致
せ
ず
、
ま
た
寄
与
率
の
和
が
１
に
な
ら
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
今
実
質
総
額
の
増
加
率
ぴ
と
費
目
別
増
加
率
〆
と
の

関
係
を
求
め
る
と
、
（
Ｎ
・
ト
）
よ
り



Ｈ
、
｝
１
１
■
ｋ
、
｝
十
ミ
ン
　
汁
汁
ピ

ミ
ー
Ｎ
＼
泰
－
、
）
一
ｒ
、
・

ド
・
…
）

（
卜
ｏ
）

で
あ
る
か
ら

ギ
“
。
、
－
養
、
、
東
十
ミ
、
１
亀
一
山
へ
ふ
十
ミ
、
～
、
一
、

へ
・
、
＼
釧
＼
、
一

　
　
　
　
　
　
－
ヒ
灼
、
養
、
一
十
ミ
、
よ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
Ｈ
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
一

と
な
り
、
１
時
点
の
実
質
構
成
比
率
沽
を
ウ
ェ
イ
ト
と
す
る
〆
の
加
重
合
計
と
ぴ
と
の
間
に
・
は
右
辺
第
２
項
の
ギ
ャ
ツ
プ
が
生
ず
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
（
ト
一
◎
）
の
第
ユ
項
の

　
　
　
　
内
ゼ
§
バ
ー
１
内
ゴ
§
一
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

を
ぴ
に
対
す
る
、
ｇ
の
実
質
寄
与
度
と
す
る
時
は
、
そ
の
合
計
は
ぴ
に
一
致
し
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
ぴ
で
割
っ
た
実
質
寄
与
率

　
　
　
　
・
　
内
、
畠
§
・
１
灼
、
畠
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
ｓ
）

　
　
　
　
、
、
閑
１
ｌ
Ｏ
、
富
　
「
Ｏ
、
畠
　
　
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

の
和
は
１
に
な
ら
な
い
。
（
卜
Ｈ
Ｈ
）
（
卜
畠
）
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
寄
与
度
や
寄
与
率
は
〆
だ
け
で
は
な
く
〃
に
よ
っ
て
も
決
ま
る

た
め
に
ー
、
構
成
比
率
が
小
さ
い
費
目
は
増
加
率
が
大
き
く
と
も
ぴ
に
対
す
る
寄
与
の
程
度
は
僅
か
で
あ
り
、
逆
に
構
成
比
率
が
大
き

い
費
目
は
増
加
率
が
小
さ
く
て
も
寄
与
の
程
度
は
大
き
い
。
な
お
、
（
卜
Ｈ
○
）
の
第
２
項
よ
り
ぴ
と
実
質
寄
与
度
の
合
計
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
は
・
１
時
点
と
２
時
点
の
実
質
額
の
ギ
ャ
ツ
プ
の
差
を
１
時
点
実
質
総
額
篶
で
相
対
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表

３
に
よ
る
と
昭
和
４
７
年
に
対
し
て
５
４
年
の
実
質
消
費
支
出
は
Ｈ
ｏ
。
』
ｏ
“
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
費
目
別
に
・
み
る
と
光
熱
費
と
雑
費

　
　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
（
七
；
一
）



率与寄度与寄の目費大５るす対に率加増の額総質実
４
蹄

表
賭
実
・

　
勤
　
国
　
全

率
３
６

２
０

２
８

２
１

９
０

７
７

４
６

藏
側

１
０

１
０

８
０

１
０

５
８

５
９

〇
一

■

０〇
一

〇
一

〇
一

〇
一

－

（

１

１

度
４
－

％
５
６

５
３

９
５

４
５

７
８

３
８

　
（
与
Ｘ
伺

３
１

４
２

８
０

４
１

５
４

７
７

）

寄
は

〇
一

〇
一

〇
一

－ １
１

２
一
１

１

１

’
榊

０
０

０
５

　
質
側
膵
実
上

２
８

４
４

３
９

Ｏ
Ｏ

０
１

９
７

２
３

０
１

３
０

０
１

１
４

８
９

１

〇
一

〇
一

〇
一

〇
一

〇
一

成
１
構

１

１

年
７
刎
４
目
引
　
　
（

０
０

８
９

Ｑ
リ
　
０
ｎ
６
　
Ｅ
ｏ

９
６

３
５

０
０

０
３

１
１

３
０

０
１

名

３
４

１
〇
一

〇
一

〇
一

．
３

３

１

３

９

１

４
一

１
一
７
・

５
一

●

２

６

６

８
一

６

６

６

６

１

１

％６

２

５

４

３

８

３

４

２

５

３

８

３
一

〇
一

■

２

１
１
一
７
一

１

３

一

２

，

１

出

費
費
費
費
費

支費

料
屠
熱
服

計

消

食
住
光
被
雑

立
命
館
済
経
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
七
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
３
０
％
前
後
と
い
う
大
き
な
増
加
に
対
し
て
他
の
費
目
は
ほ
ん
の
僅
か
の
増
加
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ず
、
被
服
費
は
少
し
な
が
ら
減
少
し
て
お
り
、
総
額
の
岸
ｏ
・
ｏ
“
の
増
加
は
ほ
と

出算りよに
Ｐ
万刎３榊は欄

４
〕

）注（

ん
ど
光
熱
費
と
雑
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
費

目
別
増
加
率
の
総
額
の
増
加
率
に
対
す
る
寄
与
の
程
度
を
知
る
た
め
に
、
寄
与
度
と

寄
与
率
と
を
計
算
す
る
と
表
４
向
ゆ
欄
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
総
額
の
増

加
率
Ｈ
ｏ
。
』
ｏ
“
の
う
ち
Ｈ
Ｈ
．
畠
“
（
相
対
的
に
は
・
。
９
・
・
“
）
が
雑
費
の
増
加
に
よ
る
分

で
あ
り
、
Ｈ
・
８
“
（
相
対
的
に
は
い
％
）
が
光
熱
費
の
増
加
の
結
果
で
あ
っ
て
、
他
の

費
目
の
増
加
に
よ
る
分
は
◎
・
Ｈ
ｌ
◎
』
“
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
光
熱
費
は
雑
費
よ
り
も

増
加
率
は
大
き
い
の
に
寄
与
度
、
寄
与
率
が
小
さ
い
の
は
、
そ
の
構
成
比
率
が
僅
か

３
％
余
り
に
す
ぎ
な
い
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
寄
与
度
の
合
計
は
鼻
べ
ｏ
・
“
で
あ
っ

て
ぴ
よ
り
も
ｐ
寓
“
小
さ
く
、
寄
与
率
の
和
は
ｏ
切
・
ｏ
“
で
あ
っ
て
ｍ
％
に
“
％
た
り

な
い
。

　
食
料
費
の
内
訳
費
目
で
あ
る
主
食
、
副
食
品
、
し
好
食
品
、
外
食
の
増
加
率
〆
の

総
額
の
増
加
率
ぴ
に
対
す
る
寄
与
度
、
寄
与
率
の
値
は
、
（
卜
Ｈ
Ｈ
）
お
よ
び
（
卜
畠
）

を
用
い
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
の
合
計
は
食
料
費
の
寄
与
度
、
寄
与
率

と
は
一
致
し
な
い
。
今
食
料
費
の
内
訳
費
目
を
添
数
．
／
で
表
わ
し
記
号
が
複
雑
に
な

る
の
を
避
げ
る
た
め
に
．
１
は
ツ
の
肩
に
つ
け
、
ま
た
食
料
費
を
示
す
・
ｚ
を
省
略
す
る



率与寄度与寄の費料食るす対に率加増の額総質実
　
帯
５
世
表
者
　
労
　
勤
　
国
　
全

率
３
６

２
０

２
４

１
８

２
２

１
３

０
３

持
刷

１
３
０

１
０

Ｏ
Ｏ

６
０

１
０

０

〇
一

〇
一

〇
一

〇
一

〇
一

〇
一

■

■

（

１

度
４
－

％５
６

３
７

４
１

８
９

３
３

４
４

　
（
与
×
伺
　
）

３
１

５
４

４
２

２
０

４
８

７
１

寄
は

〇
一

〇
一

〇
一

０
・

一

－

１

’
刎

Ｏ
Ｏ

０
５

０
７

４
２

４
９

９
５

　
質
削
率

Ｏ
Ｏ

２
３

４
０

７
１

６
０

３
０

比
実

１
一
〇
一

０
・

〇
一

０
．

０
・

成
１

１

構
年
刎

７
４
目
引
　
（

０
０

８
９

０
５

９
０

２
０

７
３

０
０

０
３

４
０

６
１

７
０

３
０

名

１
一
〇
一

〇
一

０
・

〇
一

１

３

３

６

０

Ｏ

３

■

４

１

Ｌ
　
〇
一

５
一

〇
一

６

６

６

６

６

６

■

膵
７
）
織
、
実
ｇ

％６

２

３

Ｏ

３

９

３

４

７

４

４

４

３
一

〇
一

●

９
１
一
〇
・

３
一

１

一

－

２

１

出
費

食
品
品
食

鮫
料

食
賊

計

■

消
食

主
副
し
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
実
質
食
料
費
ヅ
と
実
質
内
訳
費
目
ヅ
と
の
間
に
は
、
（
ド
ベ
）
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
杉
、
・
３
汁
葦
干
杉
、
一
吠
－
、
一
一
ト
、
。
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
関
係
が
あ
る
か
ら
、
食
料
費
の
寄
与
度
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
｝
心
１
ｋ
－
　
ｋ
－
　
ｌ
ｋ
｝
Ｉ
ｋ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
、
心
§
一
Ｈ
　
｝
、
－
　
　
、
－
１
　
『
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
｝
（
｝
、
、
「
ｋ
、
、
・
）
十
ミ
、
１
、
一
　
　
　
ミ
、
一
負
「
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
さ
　
　
Ｈ
キ
、
、
曽
さ
十
、
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
】
曳
、
畠
ミ
、
－
十
ミ
心
ー
ミ
一
　
　
　
　
　
（
卜
崖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
崖
）
の
第
－
項
は
総
額
の
増
加
率
ぴ
に
、
対
す
る
内
訳
費
目
の
増
加
率
８
の
寄
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
の
合
計
で
あ
る
か
ら
、
食
料
費
の
寄
与
度
と
の
間
に
１
は
第
２
項
の
ギ
ャ
ッ
ブ
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝉
　
　
在
す
る
。
食
料
費
の
内
訳
費
目
の
実
質
増
加
率
〆
は
表
５
い
欄
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
主
食
は
一
．
嚢
嘉
少
し
他
方
外
食
窒
％
余
り
と
い
う
大
差
増
袈
示
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
る
が
、
他
の
費
目
は
ほ
ん
の
少
し
増
減
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
総
額
の
増
加
率
ぴ
に
。
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
　
　
す
る
こ
れ
ら
の
内
訳
費
目
の
寄
与
度
、
寄
与
率
を
計
算
す
る
と
向
ゆ
欄
の
と
お
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
　
　
あ
っ
て
、
総
額
の
増
加
率
Ｈ
ｏ
◎
．
◎
。
ｏ
“
の
う
ち
外
食
の
増
加
に
よ
る
分
は
◎
・
。
◎
仁
“
（
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
的
に
は
ａ
３
％
）
、
主
食
と
副
食
品
の
減
少
に
１
よ
る
分
は
ー
Ｏ
・
ま
“
と
ー
◎
・
違
“
（
相

実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
七
一
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
七
ニ
ハ
）

対
的
に
・
は
１
｝
ト
栄
と
上
・
・
。
“
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
食
以
下
の
寄
与
度
の
合
計
は
ｏ
．
ミ
“
で
あ
っ
て
食
料
費
の
寄
与
度
◎
．
崖
“
よ

り
も
◎
・
◎
ｏ
◎
“
大
き
い
。
ま
た
、
寄
与
率
の
和
は
Ｈ
％
で
食
料
費
の
寄
与
率
Ｈ
％
よ
り
も
”
劣
大
き
い
。

　
以
上
は
総
額
の
増
加
率
ぴ
に
対
す
る
主
食
、
副
食
品
等
の
増
加
率
〆
の
寄
与
度
、
寄
与
率
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
食
料
費

の
増
加
率
、
ｇ
に
対
す
る
こ
れ
ら
内
訳
費
目
の
増
加
率
の
寄
与
度
、
寄
与
率
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
は
食
料
費

　
○
を
１
０
％
と
す
る
内
訳
費
目
の
１
時
点
に
お
け
る
名
目
構
成
比
率
．
ハ
北
と
、
食
料
指
数
力
お
よ
び
主
食
、
副
食
品
等
の
類
別
指
数
が

を
用
い
て
、
（
卜
Ｈ
Ｈ
）
（
卜
ｓ
）
に
よ
っ
て
計
算
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
算
式
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
射
中
腎
内
、
、
人
咋
）
浄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
岬
）

　
　
　
　
射
中
肯
班
ス
咋
）
浄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
ｏ
）

　
そ
し
て
ま
た
、
総
額
の
増
加
率
ぴ
に
対
す
る
食
料
費
と
そ
の
内
訳
費
目
の
寄
与
度
、
寄
与
率
が
既
に
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
、
食

料
費
の
寄
与
度
（
寄
与
率
）
で
も
っ
て
内
訳
費
目
の
寄
与
度
（
寄
与
率
）
を
割
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
食
料
費
の
増
加
率
〆
に
対
す
る
内

訳
費
目
の
寄
与
率
が
得
ら
れ
る
。
ま
ず
寄
与
度
の
比
率
を
と
る
と
、
（
ト
Ｈ
Ｈ
）
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
・
）

　
　
　
　
ね
、
昌
§
“
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
、
“
　
１
曳
、
畠
§
“
　
　
、
－

　
　
　
　
　
、
　
　
、
－
　
１
内
、
量
　
§
一
　
竜
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
弓
）

　
　
　
　
灼
畠
§
－

　
　
　
　
　
　
　
　
＞

で
あ
り
、
と
こ
ろ
が

　
　
　
　
§
“
ｌ
ｋ
“
＼
５
１
｝
“

　
　
　
　
§
－
ー
ド
＼
５
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
Ｈ
ｏ
◎
）



で
あ
っ
て
、
食
料
費
を
ｍ
％
と
す
る
内
訳
費
目
の
名
目
構
成
比
率
で
あ
る
か
ら
、
（
ト
ミ
）
は
（
卜
崖
）
と
同
じ
で
あ
る
。
次
に
寄
与

率
の
比
率
を
求
め
る
と
、
（
卜
冒
）
よ
り

　
　
　
　
一
ド
＄
・
、
・
沽
ド
き
ミ
こ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
仁
一
一

　
　
　
　
、
、
崖
　
　
灼
、
畠
　
　
、
－
　
　
内
、
畠
　
§
－
　
竜
－

　
　
　
　
　
　
　
ｏ
、
畠
§
、
＞

と
な
り
、
（
ト
ミ
）
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
こ
れ
も
ま
た
（
ト
ぎ
）
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
求
め
た
寄
与
率
に
食
料
費
の

増
加
率
ノ
ｇ
を
乗
ず
る
と
（
卜
旨
）
の
寄
与
度
が
得
ら
れ
る
。
な
お
、
食
料
費
の
増
加
率
に
対
す
る
内
訳
費
目
の
寄
与
度
の
合
計
は
食

るす対に率加
増
率
の
与

費
寄

料
　
，
帯

餓
諾

実
寄
鞘
刻
蝸

　
２
帯
　
（

％

る
す
対
に
４

％
５
　
３
６
　
１
　
０
一

費
料
食

食
品
品
食
食
賊
主
副
し
外

計
○るよに５表は欄Ｄ（）注（

料
費
の
増
加
率
と
一
致
せ
ず
、
ま
た
寄
与
率
の
和
は
１
に
。
な
ら
な
い
こ
と
は
（
卜
Ｈ
ｏ
）

か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
今
表
５
の
総
額
の
増
加
率
ぴ
に
対
す
る
寄
与
度
を
用
い
て
、

食
料
費
の
増
加
率
、
９
に
対
す
る
内
訳
費
目
の
寄
与
率
、
寄
与
度
を
計
算
す
る
と
表
６

の
と
お
り
で
あ
る
。
４
７
年
に
。
対
し
て
５
４
年
に
は
実
質
食
料
費
は
僅
か
に
◎
・
亀
“
増
加

し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
ゆ
欄
の
寄
与
度
か
ら
、
仮
に
他
の
費
目
の
増
加
率

は
Ｏ
で
あ
っ
て
主
食
の
減
少
の
み
が
あ
っ
た
と
す
れ
ぼ
食
料
費
は
Ｈ
．
ら
“
減
っ
た
こ

と
に
な
り
、
ま
た
外
食
の
増
加
の
み
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
食
料
費
は
ド
竃
“
ふ
え
た

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
内
訳
費
目
の
寄
与
度
の
合
計
は
◎
．
邊
“
で
あ
っ
て
食
料
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
（
）

の
増
加
率
ｏ
・
亀
“
よ
り
も
○
・
畠
“
大
き
く
、
ま
た
、
寄
与
率
の
和
は
Ｈ
ミ
．
ｏ
◎
“
で
１
０

％
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
寄
与
度
は
次
の
よ
う
に
。
書
き
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）

二
一
（
七
一
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
七
一
八
）

　
　
　
　
一
　
、
　
　
ｋ
，
Ｎ
ｌ
ｋ
、
－
　
ｋ
、
－
　
　
」
ｋ
、

　
　
　
灼
、
、
§
、
１
１
　
ｋ
、
一
　
メ
ー
ー
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

こ
｝
ユ
峰
度
は
ま
ぷ
１
時
占
哨
ｒ
に
対
す
る
費
目
別
増
君
の
比
率
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
寄
与
率
な
寄
与
度
葦
・

１
１
１
で
笥
っ
た
も
の
で
あ
る
カ
ら

　
、
、
－

　
　
　
　
、
　
　
的
、
旨
§
、
－
　
」
ｋ
、
　
、
、
－
　
」
｝
、

　
　
　
。
、
、
１
１
０
、
畠
１
１
一
司
１
１
目
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
胃
）

と
な
り
、
総
額
の
増
分
〃
に
対
す
る
費
目
別
増
分
４
の
構
成
比
率
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
お
、
以
上
の
関
係
は
名
目
の
寄
与
度
、
寄
与
率

の
場
合
に
も
成
立
つ
。

実
質
消
費
関
数

　
最
後
に
消
費
関
数
の
実
質
化
に
っ
い
て
考
察
す
る
。
消
費
関
数
は
所
得
階
級
別
消
費
支
出
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
所
得
の
変
化
に
対

応
す
る
消
費
支
出
の
傾
向
的
変
化
を
数
学
式
で
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
所
得
階
級
別
に
み
た
消
費
支
出
の
特
徴
を
要
約
的
に
記

述
す
る
の
に
有
効
な
統
計
的
測
度
で
あ
る
。
消
費
関
数
の
係
数
（
混
量
塞
雪
）
の
値
を
時
問
的
に
比
較
し
て
所
得
階
級
別
消
費
の
特

徴
の
変
化
を
知
る
た
め
に
は
、
実
質
所
得
に
対
す
る
実
質
消
費
支
出
の
関
係
を
記
述
し
た
実
質
消
費
関
数
に
よ
ら
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
し

か
し
、
消
費
関
数
の
計
算
は
や
や
面
倒
で
あ
る
の
で
、
名
目
金
額
か
ら
計
算
し
た
名
目
消
費
関
数
が
与
え
ら
れ
て
い
る
時
は
、
そ
れ

の
係
数
の
実
質
化
に
よ
っ
て
実
質
消
費
関
数
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
次
に
そ
の
方
法
を
調
べ
よ
う
。

　
ま
ず
説
明
変
数
（
独
立
変
数
）
で
あ
る
可
処
分
所
得
ｘ
と
被
説
明
変
数
（
従
属
変
数
）
の
う
ち
の
消
費
支
出
総
額
ｒ
は
総
合
指
数
ｐ

で
割
っ
て
実
質
化
し
、
費
目
別
支
出
ツ
は
そ
れ
に
対
応
す
る
類
別
指
数
力
で
除
し
て
実
質
化
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
消
費
関

数
は
一
次
式
を
仮
定
し
、
そ
れ
に
ダ
ッ
シ
ュ
を
っ
げ
て
実
質
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と



　
　
　
　
　
　
　
ま
贈
糾
圧
議
慧
　
　
　
　
　
鳶
田
望
浄
圧

　
　
　
　
い
デ
ビ
ー
ジ
　
一
■
ギ
　
　
　
　
　
丁
ご
一

で
あ
る
。
さ
て
、
実
質
化
の
仮
定
か
ら

　
　
　
　
、
－
中
下
中
＼
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貧
い
一

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
名
目
の
費
目
別
消
費
関
数
｝
１
Ｉ
ｓ
＋
｝
ｋ
に
代
入
す
る
と

　
　
　
　
隻
、
１
ｌ
ｓ
＋
｝
、
ｋ
、

　
　
　
　
．
・
．
千
ト
十
ト
ｋ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
暮
一

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

と
な
り
、
こ
れ
は
説
明
変
数
と
被
説
明
変
数
と
が
実
質
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
実
質
消
費
関
数
で
あ
る
。
そ
こ
で
（
閉
．
Ｈ
）
の
実
質
消
費

関
数
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り

　
　
　
　
、
　
ｑ

　
　
　
　
ｓ
ｕ
－

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岬
．
杜
）

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
｝
、
１
１
｝
ー

　
　
　
　
　
　
ト

が
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
費
目
別
の
実
質
消
費
関
数
の
係
数
、
ｏ
は
名
目
の
係
数
ｏ
を
そ
の
費
目
に
対
応
す
る
類
別
指
数
力
で
割
る
こ

と
に
１
よ
っ
て
得
ら
れ
、
〆
は
ろ
に
総
合
指
数
と
類
別
指
数
の
比
Ｐ
万
を
乗
ず
れ
ぱ
よ
い
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
力
が
Ｐ
よ
り
も
大
き

い
（
小
さ
い
）
費
目
は
〆
が
ろ
よ
り
も
小
さ
く
（
大
き
く
）
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
消
費
支
出
総
額
の
場
合
は
名
目
の
消
費
関
数

　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
（
七
一
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
七
二
〇
）

Ｈ
Ｈ
ト
十
射
ｋ
に
（
切
』
）
を
代
入
す
る
と

　
　
　
　
、
『
”
ト
十
南
、
ｋ
、

　
　
　
　
・
ぺ
『
１
１
小
吉
ｋ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜆
．
蜆
）

と
た
る
か
ら
、
（
閉
・
Ｈ
）
の
実
質
消
費
関
数
と
の
比
較
に
よ
り

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蔓

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
消
費
支
出
総
額
の
実
質
消
費
関
数
の
係
数
ん
は
名
目
の
係
数
五
を
総
合
指
数
で
割
れ
ば
よ
く
、
且
は
名
目
の

場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
質
消
費
関
数
の
値
（
実
質
消
費
支
出
の
理
論
値
）
の
み
を
知
れ
ば
よ
い
時
は
、
名
目
消
費
関
数
の

値
を
求
め
そ
れ
を
類
別
指
数
（
消
費
支
出
総
額
の
場
合
は
総
合
指
数
）
で
割
る
と
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
消
費
関
数
そ
の
も
の
を
実
質

関
数
に
変
換
す
る
必
要
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
蔓
隻
質
可
雰
所
得
・
、
↓
を
代
入
す
る
と

　
　
　
　
ｋ
，
１
１
巾
十
、
｛
巾
１
１
中
（
早
薫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
害
）

と
な
り
、
若
辺
の
か
っ
こ
内
の
値
は
名
目
消
費
関
数
の
値
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
実
質
化
す
れ
ぱ
実
質
消
費
関
数
の
値
に
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。
消
費
支
出
総
額
の
場
合
も
（
岬
・
閉
）
か
ら
こ
れ
と
同
様
に
し
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
消
費
関
数
の
精
度
を
観
定
す
る
た
め
に
決
定
係
数
と
推
定
値
の
標
準
誤
差
が
必
要
に
な
る
の
で
、
実
質
の
決
定
係
数
と
標

準
誤
差
を
求
め
る
方
法
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
ず
消
費
関
数
の
値
を
・
を
つ
げ
て
夕
で
表
わ
す
と
、
（
切
・
べ
）
は



と
書
げ
、

で
あ
る
。

で
あ
る
が

と
な
り
、

・
、
　
ｋ

ｋ
ｌ
Ｉ
｝

ま
た
、
費
目
別
実
質
額
ヅ
の
平
均
は

｝
１
ー
ト
暮
、
Ｈ
ト
ト
暮
１
ー
ト

　
　
ミ
　
　
　
ｈ
ミ
　
　
　
、

さ
て
、
決
定
係
数
は

　
　
．
心
１
】
（
ｋ
Ｉ
｝
）
心

ホ
コ
・
、
－
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
】
（
ｋ
１
ｋ
）
一

　
　
　
ｓ
ー
ヒ
（
ｋ
，
Ｉ
ｋ
、
）
。

渋
演
一
、
Ｉ
　
　
　
ｌ

　
　
　
　
　
】
（
ｋ
，
Ｉ
ｋ
、
）
。

、
〆
に
（
岬
』
）
（
切
・
。
。
）
（
切
・
ｏ
）
を
代
入
す
る
と

斤
ヒ
干
さ
岬
１
き
↓
一
ビ

、
　
－
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
Ｈ
、

　
　
】
干
土
心
】
一
、
１
、
一
心

実
質
決
定
係
数
は
名
目
決
定
係
数
に
等
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

誉
一
ざ
↓
肯
一
工
一
心

嚢
一
チ
↓
盲
一
千
３
、

で
あ
る
が
、
吻
、
－
・
糺
は
（
切
』
）
（
岬
・
ｏ
◎
）
よ
り
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）

次
に
、
標
準
誤
差
は

（
閉
．
ｏ
。
）

（
岬
．
ｏ
）

（
閉
．
一
Ｈ
）

一
（
，
、
い
）

二
五
（
七
二
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
七
二
二
）

　
　
　
　
ざ
、
－
盲
干
吐
バ
羊
】
一
工
一
、
↓
ざ
、
　
　
　
　
　
　
一
；
一

こ
れ
か
ら
実
質
標
準
誤
差
は
名
目
標
準
誤
差
を
そ
れ
に
対
応
す
る
類
別
指
数
で
除
せ
ば
よ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
は
費
目
別
消
費

関
数
の
場
合
で
あ
る
が
、
消
費
支
出
総
額
の
場
合
も
こ
れ
と
同
じ
関
係
が
成
立
す
る
。

　
名
目
消
費
関
数
の
場
合
は
、
そ
れ
が
最
小
自
乗
法
で
求
め
た
も
の
で
あ
る
時
は
、
費
目
別
消
費
関
数
の
係
数
の
和
は
消
費
支
出
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

額
の
消
費
関
数
の
係
数
に
等
し
い
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
ト
ー
１
】
Ｓ
ｂ
１
Ｉ
】
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岬
．
崖
）

と
こ
ろ
が
実
質
消
費
関
数
の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
一
致
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
し
て
証
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
消
費
支
出
総
額
の
実
質
消
費
関
数
の
係
数
ん
且
は
（
切
・
ト
）
（
岬
・
ｏ
）
（
切
・
崖
）
に
よ
り
次
の
よ
う
に
書
き
替
え
得
る
。

　
　
　
　
千
千
ｗ
、
－
蟹
中
蟹
・
】
余
－
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
竃
一

　
　
　
　
甲
吋
山
、
山
、
中
】
、
・
】
、
一
中
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；
一

（
切
．
旨
）
（
切
．
旨
）
の
第
－
項
は
費
目
別
消
費
関
数
の
係
数
の
合
計
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
総
額
の
係
数
と
一
致
せ
ず
第
２
項
の
示
す
ギ

ヤ
ツ
プ
が
あ
る
こ
と
が
わ
室
そ
し
て
、
費
目
別
ギ
ャ
ツ
プ
の
相
対
的
大
き
さ
干
一
一
害
も
、
高
じ
で
あ
り
、
更
に
婁

の
実
質
金
額
の
場
合
と
も
同
じ
で
あ
る
。
今
全
国
勤
労
者
世
帯
の
昭
和
５
３
年
の
消
費
関
数
を
５
０
年
価
格
に
よ
る
実
質
消
費
関
数
に
変

換
す
る
と
表
７
の
と
お
り
で
あ
る
。
５
３
年
の
類
別
指
数
は
雑
費
以
外
は
全
部
総
合
指
数
よ
り
も
小
さ
い
か
ら
、
雑
費
の
〆
の
み
が
ろ

よ
り
も
小
さ
く
他
の
費
目
の
〆
は
ろ
よ
り
も
大
き
い
。
そ
し
て
、
名
目
の
費
目
別
係
数
の
和
は
総
額
の
係
数
に
等
し
い
が
実
質
の
場



）年
５
３和昭（化質実の数関費消るす対に得所

帯
名

分
世
処
者
可
労

７
順
表
鋼

円８

０
９
３
０
６

６

ｚ

１

ｏ
◎
６
９
７
１
９

７

６
，

レ

）

〆
旧

２

○
リ
４
４
　
　
　
１

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
，
［
ｏ
０
３
　
　
　
６

３

質

３

２
１
　
　
一
一

３

９

２
５
７
５
３

２

実

８

３
０
８
４
３

Ｏ

ｏ

８

）

２

２
８
５
５
１
１
２
１
７
８

３
１

び
は

６

１
０
０
０
３

６

口

Ｏ

〇
一
〇
。
〇
一
〇
一
〇

Ｏ

淋

野

１

６

５
３
８
０
９

１山

２

０
．
７
．
５
・
８
９

伽

２

２
１
１
１
２

１

１
１
１
１
１

｝ム山

円９

（
ｏ
０
５
３
９

０
８
４
８
４

９

）
○
つ
＾

４

３
２
０
　
　
０

山

（

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
，
１
２
４
　
　
　
８

一

目

３

３
１
　
　
一
一

一
一

９

０
４
９
２
４

ｍ
名

８８

４
８
９
６
０
０
６
４
２
４

）

２

１
２
１
７
０

一

叫

１
０
１
上

（

６

１
０
０
０
４

肩

Ｏ

〇
一
〇
・
０
・
０
．
０

刀勤

出

費
費
費
費
費

，

円

支費

料
居
熱
服

計

王

消

食
住
光
被
雑

○るよにジ一ぺ８

口
．
弓３

２第」料資考参査調計家「局計統府理総は欄刎ｘ１｛）注（

合
は
両
者
は
一
致
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
消
費
関
数
が
得
ら
れ
る
と
そ
れ
を
用
い
て
消
費
支
出
の
所
得
弾
性
値
刃
を
計
算
し
、

所
得
の
増
加
に
ー
伴
う
消
費
支
出
の
変
化
の
強
度
を
測
定
す
る
。
刀
は
所
得
の
増
加
率
に

対
す
る
消
費
支
出
の
増
加
率
の
比
で
あ
っ
て
、
所
得
が
１
％
増
加
す
る
時
消
費
支
出
は

万
％
変
動
（
増
加
ま
た
は
減
少
）
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
名
目
弾
性
値
と
実
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
昌
１
－
｝

弾
性
値
と
の
関
係
を
調
べ
よ
う
。
消
費
関
数
が
一
次
式
ｋ
１
１
，
ｔ
ｋ
の
時
は
～
ｋ

で
あ
る
か
ら
、
費
目
別
支
出
の
所
得
弾
性
値
は

喜

　
　
　
　
　
ｋ

於
四
；
１
１
～
ｋ
１
■

§

肖■
１
１

｝
ぺ

ｋ

昌
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
｝

渋
属
；
、
１
１
薫
・
１
１

～
｛ト

ト

～
ｋ
，
ｋ
、

）

１
１

｝
、
ｋ
、

ｋ
、

）
、

（
切
．
ミ
）

で
あ
る
。
、
刀
は
（
切
』
）
（
蜆
．
ト
）
（
岬
．
◎
・
）
よ
り
次
の
よ
う
に
変
彩
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ド

　
　
　
　
一
｝
、
ｋ
，
１
、
、
－
貫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
切
．
Ｈ
。
・
）

　
　
　
　
１
｝
・
１
・
・
１
「
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
た
が
っ
て
・
実
質
弾
性
値
は
名
目
弾
性
値
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
消
費
支
出
総
額
の
場
合
も
同
様
に
両
者
は
相
等
し
い
こ
と
が
証

　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
七
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
七
二
四
）

明
さ
れ
る
。

　
以
上
の
消
費
関
数
は
所
得
ｘ
と
消
費
支
出
総
額
ｒ
ま
た
は
費
目
別
支
出
ツ
と
の
関
係
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ｙ
と
ツ
と
の

関
係
を
記
述
し
た
消
費
関
数
が
計
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
消
費
支
出
に
対
す
る
消
費
関
数
の
名
目
と
実
質
の
関
係
を

知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
は
費
目
別
消
費
関
数
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を

　
　
　
　
曲
皿
；
１
Ｉ
ｓ
＋
｝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
。
．
岩
）

　
　
　
　
粉
踊
；
、
１
１
亀
、
十
｝
、
『

と
す
る
。
こ
れ
ｇ
・
一
一
の
費
目
別
消
費
関
数
に
お
い
て
ｘ
の
代
り
に
萎
置
い
を
の
で
あ
る
か
ら
、
先
に
求
め
た
可
処
分
所
得

に
対
す
る
費
目
別
消
費
関
数
の
名
目
と
実
質
の
関
係
を
表
わ
す
式
に
お
い
て
ｋ
↓
を
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
・
消
費
支
出
に

対
す
る
消
費
関
係
の
場
合
の
式
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
名
目
と
実
質
の
関
係
式
は
可
処
分
所
得
に
対
す
る
消

費
関
数
の
場
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
名
目
消
費
関
数
の
係
数
か
ら
実
質
の
係
数
を
求
め
る
式
は
（
切
・
ト
）
で
あ
り
、
消

費
関
数
の
値
（
理
論
値
）
に
つ
い
て
は
（
切
・
べ
）
の
関
係
が
成
立
し
、
決
定
係
数
、
標
準
誤
差
に
つ
い
て
は
（
岬
．
Ｈ
Ｈ
）
（
蜆
．
お
）
が
い
え
・

消
費
支
出
総
額
の
増
加
率
に
対
す
る
費
目
別
支
出
の
増
加
率
を
表
わ
す
支
出
弾
性
値
は
（
切
・
Ｈ
。
◎
）
よ
り
名
目
と
実
質
が
相
等
し
い
◎

そ
し
て
、
消
費
関
数
の
係
数
の
和
に
関
し
て
も
（
切
．
旨
）
（
閉
．
畠
）
が
妥
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
ト
・
１
１
◎
一
舅
バ
ー
で

　
　
　
　
　
　
（
２
）

あ
る
点
が
異
な
る
。

　
　
一
－
一
消
費
支
出
総
額
。
と
費
目
別
金
額
券
間
に
は
ｒ
芯
・
の
関
係
が
あ
る
か
ら
・
の
平
均
に
つ
い
て
は
甲
】
｝
；
あ
り
・
し

　
　
　
た
が
っ
て
、
平
均
よ
り
の
偏
差
に
つ
い
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
干
〒
山
一
干
邑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；
一



（
２
）

が
成
立
っ
。
そ
し
て
、
可
処
分
所
得
Ｙ
に
対
す
る
費
目
別
支
出
ツ
お
よ
び
総
額
ｙ
の
回
帰
直
線
を
最
小
自
乗
法
で
当
嵌
め
る
と
、
そ
の
係

数
は
次
の
式
で
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
（
ぺ
－
ｋ
）
。

費
目
別
回
帰
式
の
係
数
を
合
計
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
§
　
　
ｌ
　
　
　
Ｉ
　
　
】
（
ｋ
Ｉ
肉
）
】
（
き
１
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
】
（
き
ー
さ
）
（
ぺ
１
ぺ
）
　
　
　
　
　
　
　
古

　
　
　
　
】
ぎ
１
１
】
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
さ
　
　
ー

　
　
　
　
“
　
　
“
　
　
】
（
｛
１
吋
）
Ｎ
　
　
　
　
　
】
（
ｋ
ｌ
ｋ
）
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
】
（
ｋ
１
＊
）
（
、
ー
ド
）

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閉
心
～
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
】
（
ぺ
Ｉ
ｋ
）
Ｎ

　
　
　
　
】
ぶ
１
１
】
（
ま
ー
ぎ
｛
）
１
１
】
き
１
ぺ
】
ぎ
１
Ｉ
Ｋ
Ｉ
民
｛
１
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜆
．
轟
）

　
　
　
　
｛
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
｛

　
消
費
支
出
ｙ
に
対
す
る
消
費
関
数
の
場
合
の
式
は
可
処
分
所
得
Ｘ
に
－
対
す
る
消
費
関
数
の
場
合
の
式
に
糸
Ｈ
＼
を
代
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
そ
こ
で
（
岬
．
曽
）
の
総
額
の
式
に
ｋ
ｌ
Ｉ
、
し
た
が
っ
て
ｋ
ｌ
Ｉ
Ｋ
を
代
入
す
る
と

　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
出
Ｈ
】
（
干
５
（
、
１
Ｋ
）
１
１
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
】
（
Ｋ
－
ぺ
）
Ｎ

　
　
　
　
ト
ー
ｌ
Ｈ
Ｉ
吋
ド
ー
Ｉ
Ｋ
ｌ
Ｋ
１
１
０

と
た
る
。
こ
れ
は
ま
た
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
消
費
支
出
に
対
す
る
消
費
関
数
の
場
合
は
消
費
支
出
総
額
は
蜥
線
で
表
わ

さ
れ
る
か
ら
、
総
額
の
消
費
関
数
Ｋ
１
１
羊
十
由
、
は
ト
ー
ｌ
〇
一
向
１
ｌ
Ｈ
と
い
え
る
。

実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
七
二
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

三
〇
（
七
二
六
）

六
　
基
準
時
点
の
変
更
に
よ
る
修
正

　
以
上
４
節
に
わ
た
っ
て
実
質
消
費
支
出
の
整
合
性
の
問
題
と
名
目
値
よ
り
実
質
値
へ
の
変
換
の
方
法
を
説
明
し
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
最
後
に
物
価
指
数
の
基
準
時
点
の
変
更
に
伴
う
実
質
消
費
支
出
の
修
正
の
問
題
を
説
明
し
て
本
稿
の
む
す
び
と
す
る
。
実
質
金

額
は
購
入
し
た
財
貨
．
サ
ー
ビ
ス
を
物
価
指
数
の
基
準
時
点
の
価
格
で
評
価
し
た
値
で
あ
る
か
ら
、
物
価
指
数
の
基
準
時
点
が
変
更

さ
れ
る
と
、
旧
指
数
を
適
用
し
て
算
出
さ
れ
た
実
質
額
と
新
指
数
を
用
い
て
求
め
た
実
質
額
と
は
比
較
し
得
な
く
な
る
。
故
に
、
旧

指
数
の
基
準
時
点
価
格
に
よ
る
実
質
額
を
新
指
数
の
基
準
時
点
価
格
に
よ
る
実
質
額
に
換
算
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
方
法

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
ま
ず
接
続
指
数
に
つ
い
て
知
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
。

　
今
Ｏ
時
点
基
準
の
消
費
者
物
価
指
数
～
が
５
時
点
で
新
指
数
～
に
改
訂
さ
れ
旧
指
数
は
新
指
数
に
接
続
さ
れ
た
と
す
る
と
、
５
時

点
以
前
例
え
ぱ
２
時
点
に
お
げ
る
５
時
点
基
準
指
数
（
接
続
指
数
）
は

　
　
　
　
、
竃
－
沖
一
撃
嚢
一
・
苧
蒲
一
蟄
嚢
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；

で
あ
る
。
こ
の
接
続
指
数
で
２
時
点
の
消
費
支
出
を
実
質
化
す
る
と
、
総
額
の
場
合
は

　
　
　
　
『
竃
－
冷
－
一
沐
）
タ
ペ
・
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９
心
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

と
な
る
か
ら
、
旧
指
数
を
用
い
て
求
め
た
実
質
額
ハ
に
リ
ソ
ク
係
数
ん
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
５
降
点
価
格
に
よ
る
実
質
額
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
費
目
別
支
出
の
場
合
も

千
↑
采
ぎ
共
享

（
９
◎
。
）



で
あ
る
か
ら
、
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

　
次
に
２
時
点
の
構
成
比
率
を
接
続
指
数
で
実
質
化
す
る
と
（
ｏ
。
．
岬
）
よ
り

　
　
　
　
呉
－
き
津
人
§
玲
一
跨
尖
。
島
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
，
ト
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
　
５

と
た
り
、
旧
指
数
に
よ
る
実
質
構
成
比
率
沽
に
類
別
指
数
と
総
合
指
数
の
リ
ソ
ク
係
数
の
比
率
九
れ
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
５

時
点
価
格
に
よ
る
構
成
比
率
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
２
時
点
の
消
費
関
数
の
係
数
を
接
続
指
数
で
実
質
化
す
る
と
、
費
目
別
消
費
関
数
の
場
合
は
（
蜆
．
仁
）
よ
り

・
豊
－
郎
－
一
詐
一
ぎ
－
、
・
ぎ

５
↓
ふ
一
÷
ふ
一
一
靖
－
、
富
跨

一
（
、
岬
）

と
な
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
リ
ソ
ク
係
数
加
ん
を
用
い
て
旧
指
数
に
ー
よ
る
実
質
係
数
を
５
時
点
価
格
に
よ
る
係
数
に
修
正
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
総
額
の
消
費
関
数
の
場
合
は
（
蜆
．
ｏ
）
よ
り

　
　
　
　
一
斗
、
タ
”
タ
タ
　
　
　
　
　
丁
蔓

で
あ
り
、
傾
斜
且
は
名
目
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
切
片
人
の
み
を
修
正
す
れ
ぼ
よ
い
。

　
そ
し
て
、
増
加
率
の
場
合
は
（
卜
ｏ
）
よ
り
名
目
増
加
率
を
物
価
変
動
率
で
割
っ
て
実
質
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
接
続
指
数
に
よ
る

１
－
２
時
点
問
の
物
価
変
動
率
は

　
　
　
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
（
七
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
七
二
八
）

　
　
　
　
、
竃
１
，
Ｓ
、
竃
１
，
Ｓ

　
　
　
　
、
賢
１
、
冒
、
；
１
、
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
べ
）

で
あ
っ
て
旧
指
数
に
よ
る
物
価
変
動
率
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
実
質
増
加
率
は
Ｏ
時
点
価
格
に
よ
っ
て
求
め
て
も
５
時
点
価
格
で
計

算
し
て
も
同
じ
値
で
あ
る
。

　
寄
与
度
、
寄
与
率
は
（
卜
Ｈ
Ｈ
）
（
卜
旨
）
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
増
加
率
と
構
成
比
率
の
積
で
あ
り
、
増
加
率
は
今
み
た
よ
う
に
基

準
時
点
の
変
更
に
無
関
係
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
構
成
比
率
は
（
９
ト
）
の
示
す
よ
う
に
リ
ソ
ク
係
数
の
比
で
修
正
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
、
０
時
点
価
格
に
よ
る
寄
与
度
、
寄
与
率
に
リ
ソ
ク
係
数
の
比
加
ん
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
５
時
点
価
格
に
よ
る
寄

与
度
、
寄
与
率
に
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


